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人間存在の再定義

現代の混乱——性別、トランスヒューマニズム、意識、一貫した人間学の回復——に関与するHarmonismを適用したもの。参照：Philosophy/Doctrine/The Human Being, Philosophy/Doctrine/Body and Soul, Philosophy/Doctrine/Harmonic Realism, World/Blueprint/Governance




人間学的真空

すべての文明は、暗黙的あるいは明示的な人間学——「人間とは何か」という問いへの答え——を中心に組織されている。法律、教育、医学、統治、家族構造、公共生活の組織化はすべて、その文明がそれを言語化できるかどうかにかかわらず、何らかの答えを前提としている。

現代西洋はその答えを失ってしまった。

排除的唯物論(意識、意図、主観的経験は神経活動の幻想あるいは付随現象であるという哲学的位置付け)は、この一世紀の間、西洋の制度生活の支配的な暗黙的人間学であった。しかし、それは生活上の位置付けとして不耐性であるため、文明全体によって明示的に採択されたことはない。実際には、意識も意志も内的生活も存在しないかのように生活している人間はいない。その結果、西洋の文明は制度において唯物論的人間学で機能している——医学は身体を生化学的機械として扱い、教育は心を認知プロセッサーとして扱い、法律は人間を権利と選好の束として扱う——一方で、その市民は魂を持っているかのように生活しており、それが何であるか、なぜ重要なのかを言うことができない。

この真空に流れ込むのは、すべての競合する再定義である。人間が多次元的な存在であり、知ることができる本質を持たないなら、人間が何であるべきかについてのいかなる主張をも評価する根拠は存在しない。性別は無限に可変的になる。身体は工学化するべき基体になる。意識は最適化されるべきソフトウェア問題になる。アイデンティティは演じ手なしの演技になる。下流のすべての議論——子どもの医学的介入、生殖技術、認知強化、人生終末の決定——は、共有された形而上学が存在せず、それらを仲裁することができないため、述べられていない形而上学的コミットメントの代理戦争として戦われている。

Harmonismは真空を拒否する。それは現代西洋が欠いているものを提供する。独自の存在論に根ざした一貫した人間学、五つの独立した伝統の収束する地図によって確認され、文明が何で構成されているかを忘れてしまったときに生じる紛争を解決する能力を持つ。



人間とは何か

Philosophy/Doctrine/The Human Beingは、Harmonismが描く多次元的な小宇宙であり、多次元的な大宇宙の多次元性は——隠喩的にではなく存在論的に、Philosophy/Doctrine/Harmonic Realismの直接的な帰結として。多次元性は最高の規模で始まる。Philosophy/Doctrine/The Absoluteは虚無と宇宙——一つの分割不可能な全体の二つの側面である。宇宙内では、同じ二項性が繰り返される。物質とエネルギー(Glossary of Terms#The 5th Element|第5元素)は同じ現実の二つの次元であり、四つの基本的な力とGlossary of Terms#Logos|Logosによってそれぞれ支配されて活気づけられている。これらは現実に投影された人間的カテゴリーではなく、人間存在が生じる現実の構造である。

人間の規模では、宇宙の二項性は二つの構成的側面として表現される。物質身体(知性によって組織された物質、意識の最も密度の高い表現、その建築が住人である存在が利用可能な経験の範囲を決定する寺院)とエネルギー身体(魂とGlossary of Terms#Chakra System|チャクラシステム——意識自体の微妙な建築)。エネルギー身体は、中国の伝統が気と呼ぶもの、インドの伝統がプラーナと呼ぶもの、アンデスの伝統がカウサイ・パチャ——生きたエネルギー宇宙として機能するもの。これは生きているものと死んでいるものを区別する活気づける流れである。チャクラを通して、このエネルギー身体は人間の意識の全スペクトラムを明らかにする。生存意識、感情的本能的生活、意志の力、愛、表現、思考と推論、普遍的倫理、宇宙的意識。頂上では、魂そのもの——調和主義がアートマン(永続的な魂の本質)と呼ぶもの、ジヴァートマン(経験によって形作られた生きた魂)を通して表現される——は身体を建築し、転生を超えて持続する神聖な火花である。意識の多様な様式は、人間存在の分離した「側面」ではなく、その個別の器官を通したエネルギー身体の表現である。Philosophy/Convergences/The Five Cartographies of the Soulはこの同じ建築を独立して描いた。

これら二つの側面——物質身体とエネルギー身体——は互いの上に積み重ねられた層ではなく、一つの存在の相互貫通する側面であり、それぞれ他に還元不可能であり、それぞれが認識されるためには自らの知識様式を必要とし(Philosophy/Doctrine/Harmonic Epistemologyが確立しているように)、Wheel of Harmony/Wheel of Harmonyによって特定の実践、プロトコル、規律を通して対処されている。人間存在は身体を操縦する心ではない。人間存在は生きた全体——物質と精神、身体と魂——Glossary of Terms#Logos|Logosによって組織され、その最深の本質においてGlossary of Terms#Dharma|ダルマへの調整に向かって向きを定められている。

五つの地図——インド、中国、アンデス、ギリシャ、ユダヤ・キリスト教——は根本的に異なる方法によってこの解剖学の構造的に互換性のある説明に到達した。ヨーガの規律、内部錬金術の修養、シャーマンのエネルギー仕事、合理的な哲学的調査、一神教的神秘的上昇。収束がその証拠である。異なる大陸と千年にわたる五つの独立した伝統が互換性のある結果を持つ同じ領土を描いたことは、領土が現実である——人間存在が本当にこれらの伝統が説明する側面を有しており、それらの側面が、それらに適切な能力による調査にアクセス可能であるという最も強い可能なケースを構成している。

この人間学は科学的確認を待つ仮説ではない。それは調和主義の生きた基礎——システムのすべてが機能する根拠である。Wheel of Harmony/Wheel of Harmonyはそれを中心に組織されている。Wheel of Harmony/health/Wheel of Healthは物質身体とそれを維持する生命エネルギーに対処する。Wheel of Harmony/presence/Wheel of Presenceはエネルギー身体に直接対処する——意識、瞑想、魂の器官の修養。Wheel of Harmony/learning/Wheel of Learningはすべての四つの知識様式を通して認識論的側面に対処する。すべての輪のすべての支柱は、多次元的な存在——身体と魂、物質と精神——がすべての登録レベルで現実に関わることができるという前提を置いている。



二つの性別：存在論的根拠

現代の性別言説は人間学的真空の直接的な帰結である。人間が本質を持たなければ——人間を、その自己記述に先立つものとして決定する存在論的根拠がなければ——性別は純粋に演技的になり、個人が好みに応じて定義し、再定義し、乗算できる社会構築になる。論理的終点はすでに見える。無限の性別カテゴリーの増殖、それぞれが個人の主張によってのみ検証され、主張が評価される外部の指示対象がない。

Harmonismの立場は確定した教義である。二つの性別がある。男性と女性である。

これは文化的理由のために採択された政治的立場ではない。これは上で説明した人間学から従う存在論的主張である。性的極性は現実的であり、具現化されており、還元不可能である。それはすべての人間の側面で機能する——染色体レベルだけではなく(そこでは機能するが)、中国の伝統が陰と陽を明示化の根本的極性として描く生命的・エネルギー的レベルで、アーユルヴェーダと中国医学が明確に男性的で女性的な構成パターンを説明する構成レベルで、チャクラシステムが男性的で女性的なエネルギー流の様式によって表現される層で。

Wheel of Harmony/relationships/couple/Couple Architecture——親密な関係の構造に関する調和主義の文書——は原則を明らかにする。極性は夫婦の生成的原則である。男性的なものと女性的なものは慣例によって割り当てられた社会的役割ではない。それらはエネルギー的な現実である——人間の規模でのGlossary of Terms#Logos|Logosの補完的表現、電磁場の正と負の極と同じくらい根本的である。極性がなければ、電流はない。男性と女性の相補性がなければ、夫婦に生成的な場はない——それは、友情にすぎない、あらゆる伝統が精神的発展の主要な乗り物の一つとして認識する原型的な結合ではない。

混乱が存在する理由は、近代性が三世紀間、生命的エネルギー次元の現実を否定したからである。存在する唯一の次元が、物質的なもの(染色体、解剖学)と精神的なもの(アイデンティティ、自己概念)であるなら、性別は仲介するための第三の側面がない中で、生物学と心理学の綱引きになる。生命的エネルギー次元——性別が最も直接的にエネルギー、志向、具現化された質の経験として生きられている——は言説から切り取られてきた。それなしには、現代的議論の両側はある程度正しく、根本的に不完全である。生物学的還元主義者は、性別が純粋に構成されたものではないことについて正しい——しかし、それを染色体のみに位置づけることについて間違っている。構成主義者は、性別が解剖学によって完全には説明されないことについて正しい——しかし、したがってそれが無限に可変的であると結論づけることについて間違っている。どちらも性別が実際に存在する側面を見落としている。生命的場、エネルギー身体、五つの地図が収束する精密さで描いた構成的現実。

二つの性別があると言うことは、性的不和感、性分化疾患、または統計的規範からの他の変動を経験する個人の存在を否定しないことである。変動はすべての生物学的およびエネルギー的システムに存在する。例外の存在は規則を無効にしない。それを確認する。なぜなら、「例外」はパターンの背景に対してのみ意味を持つからである。パターンは二項である——男性的で女性的——そしてパターンとの不一致を経験する個人への適切な反応は、パターン自体の破壊ではなく、同情である。思いやりのある社会は、個人がその経験をナビゲートするのを助ける。特に、再構成がイデオロティカルキャプチャによって駆動され、関係する個人への真摯なケアではないときに、その全体的人間学を再構成しない。



トランスヒューマニズムと身体の植民地化

再定義の第二の戦線は技術的である。トランスヒューマニズム——技術を通じて人間の生物学的限界を超越する運動——は認知強化、寿命延長、最終的には人間と機械知能の融合を約束する。最も目に見える表現には、脳コンピュータインターフェース、神経インプラント、ナノボット拡張、意識をデジタル基体に「アップロード」する広範な志向が含まれる。

Harmonismのトランスヒューマニズムへの関与は正確である。限界を超越したいという欲望は誤りではない。すべての観想的伝統は、人間が根本的な変容に対して能力があると主張している——インドの伝統はクンダリーニの上昇として描き、中国の伝統は三つの宝から金液への修養として、アンデスの伝統はルミナス・エネルギー・フィールドの発展として。人間存在は本当に現在であるそれ以上になることができる。発展の軌跡は現実的である。

誤りは方法である。トランスヒューマニズムは、実際の変容が起こる生命的、精神的、精神的側面を無視しながら、物質的側面を工学化することで変容を達成しようとしている。脳に埋め込まれたAIチップは心を発展させない。それを外部の処理システムに従属させる。神経インターフェースは意識を深めない。それはそれを製造した者によってコントロール、更新、監視、取り消すことができる計算上の義肢への依存を作成する。身体のナノボット拡張は生命力を修養しない。それは主権的な生物学的知性を、生きた有機体との長期的相互作用が未知であり、その制御が最終的に設計者ではなく宿主にある工学的システムで置き換える。

主権論が決定的である。人間の身体は最後の主権領土である。それは個人の自律性が最も親密で最も重要な領域である。人間発展の道を描いたすべての観想的伝統——ヨーガを通じて、内部錬金術を通じて、エネルギー医学を通じて、Glossary of Terms#Presence|臨在の修養を通じて——身体を通じて機能してきた、それを迂回してではなく。身体は超越への障害物ではない。それは超越の楽器である——その洗練がいかなるテクノロジーも到達することができない登録レベルで意識が表現することを可能にする寺院。

脳のチップは進化ではない。それは植民地化である——人間存在の最も親密な側面への外部制御の浸透。神経インターフェースを持つ人間は、それを持たない人間よりも主権的ではない。彼らはより主権的ではない——彼らが構築しなかった、完全には理解できず、それを維持するインフラの外で独立して操作することができないテクノロジーに依存している。そのインフラが企業、政府、または集中化された権力によって制御されるとき、人間は拡張されない。彼らはキャプチャされている。彼らの内的生活——彼らの思考、知覚、決定——は、その設計者が条件を設定するシステムによって仲介されている。

Harmonismの立場は明確である。人間存在はアップグレードされるプラットフォームではない。それはPhilosophy/Doctrine/The Absoluteの小宇宙である——虚無と宇宙の分割不可能な統一——そしてその発展はWheel of Harmony/presence/Wheel of Presenceによって描かれた道に従う、シリコンバレーによってではなく。本物の人間強化は内的である。生命力の修養、知覚の洗練、意識の深化、全存在のGlossary of Terms#Dharma|ダルマとの調整。このパスは外部テクノロジーを必要としない——あなたが最深の本質においてすでに何であるかになるという規律ある、継続的で、具現化された働きのみ。テクノロジーはこのプロセスを提供することができる——ダルマに従属する管理の下での道具として。それが寄生するとき——人間存在と彼ら自身の発展の間に自身を挿入する——それはツールからパラサイトへ、召し使いからコロニー化者へ交差している。

ディストピアシナリオは推測的ではない。統合された人間機械存在へ向かう軌跡は、その提案者によって解放として提示されるが、これまで構想された最も洗練された支配形式の構造論理と区別不可能である。インプラント可能なテクノロジーによって仲介された認知を持つ人口、プラットフォームプロバイダによってコントロールされる拡張現実レイヤーによってフィルターされた知覚、神経化学インターフェースによって調整できる感情的状態——これは限界を超越した人口ではない。それはいかなる以前のテクノロジーパワーも到達することができなかった深さで制御可能にされた人口である。この軌跡への抵抗はテクノロジー恐怖症ではない。それは最後の領土——人間の身体と人間の心の主権——をそれを植民地化しようとする力に対する防衛である。



回復

人間学的真空は避けられない。それは——排除的唯物論、生命的で精神的側面の否定、人間を生物心理社会的単位に還元——反転させることができる特定の哲学的選択の産物である。

Harmonismは代替案を提供する。独自の存在論に根ざし、伝統横断的な収束によって確認され、Wheel of Harmony/Wheel of Harmonyのすべての側面で運用可能な完全な人間学。人間存在は身体、生命力、心、魂である。性別は二項的で、具現化され、還元不可能である。自分自身の身体と意識の主権は交渉不可能である。発展は内的なもので、輪によって描かれた実践を通じて達成される——臨在の修養、健康の洗練、Glossary of Terms#Dharma|ダルマへの存在のすべての側面の調整。

これは政治的な意味での保守的立場ではない。それは政治的な意味での進歩的な立場ではない。それはイデオロギーよりも存在論に根ざしているため、政治的スペクトラムに先立ち、超越する立場である。人間が何であるかを知っているとき、下流の質問——性別について、テクノロジーについて、許可可能な介入の境界について——は自分たち自身に答える。彼らは自分たち自身に答える。なぜなら人間学はイデオロギーができない基準を提供するからである。実在する本質で、その本質に対して提案が測定することができ、そしてその方向に向かって発展が志向することができる。

混乱はが始まるところで終わる。そして透明性はは近代性が三百年間避けてきた問いで始まる。人間とは何か。Harmonismが答える。この答えは議論を解決する——片方または他方の側で議論を勝つことによってではなく、議論を不要にする根拠を提供することで。



参照：西洋の断裂, 道徳の反転, 性的革命と調和主義, トランスヒューマニズムと調和主義, Philosophy/Doctrine/The Human Being, Philosophy/Doctrine/Body and Soul, Philosophy/Doctrine/Harmonic Realism, Wheel of Harmony/relationships/couple/Couple Architecture, Wheel of Harmony/relationships/couple/Sexuality, Wheel of Harmony/presence/Wheel of Presence, Glossary of Terms#Dharma|ダルマ, Glossary of Terms#Logos|Logos, Glossary of Terms#Presence|臨在, World/Blueprint/Architecture of Harmony, Philosophy/Horizons/Applied Harmonism
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